
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

  

 ホリスティック医学を学ぶ際の基盤となるのが、ボディ

－マインド－スピリットという３つの有機的な関係性です。 

              「エネルギー医学」において

は、見えない身体（サトルボデ

ィ）が重要であり、その中でも

「エーテル体」がもっとも中心的

なものとなります。 

              エネルギー医学を理解するた 

め、その基盤となる「エーテル体連続講座」にぜひご 

参加下さい！ 

ください！ 

い！ 

 

 

 

★zoom 受講・録画配信受講対応講座★ 

■受講料： ４回 17,600円（税込）、単回 4,400円（税込） 

■講師：・ミハエラ・シェルブレア/ブカレスト大学医学部卒 名古屋大

学、神戸WHOセンター、国連大学で伝統医療や先端医療にまつわる生

命倫理を研究 ホメオパシーやジェモセラピーの普及に従事 

・降矢英成/医師・赤坂溜池クリニック院長 日本ホリスティック医学協会

常任理事 医療従事者・セラピストによるホリスティック医学ネットワーク構

築に取り組んでいる 著書『ホリスティック医学入門』農文協 

・戸田美紀/環境学博士。NPO法人日本ヒーリングタッチ協会会長。エ

ネルギー医学インスティチュート（IEMJ）理事。HeartMath🄬認定コーチ、

HTI 認定ヒーリングタッチ・プラクティショナー/インストラクター 

・飯田みゆき/薬剤師。漢方薬・生薬認定薬剤師講習修了。JAMHA 認

定ハーバルプラクティショナー。その他、ﾌﾟﾛｾｽﾜｰｸﾌﾟﾗｸﾃｲｼｮﾅｰ、ﾄﾞﾙﾌｨ

ﾝｽﾀｰﾃﾝﾌﾟﾙ FSP3 修了「認定ヒーラー」など各種セラピーを学んでいる 

■日程：５/12、６/９、７/14、８/４（金）19:15～21:15 

        ＜講座内容の紹介＞ 

○第 1回   

パラケルススが唱えたエーテルとは ミハエラ・シェル

ブレア 

○第 2回  

『バイブレーショナル・メディスン』のエーテル体 降矢

英成 

○第 3回 

バーバラ・ブレナンのエーテル体 戸田美紀 

○第 4回 

シュタイナーのエーテル体＆まとめ 飯田みゆき 

 

＊会場：ホリスティックヘルス情報室セミナー室 

 （地下鉄「溜池山王」駅 9番出口徒歩 2分） 

◎申し込み方法 

「エーテル体連続講座」申込みとして、下記の項目を

メールまたはファックスでお送りいただき、お振 

込み下さい。振込みをもって正式受付となります。 

① 講座名②日程③氏名（ふりがな）④住所⑤連絡 

先（当日つながる電話番号）⑥メールアドレス⑦来場受

講・zoom受講・録画配信受講からお選び下さい。 

■ 主催・お問い合わせ： （有）ホリスティックヘルス情報室   

   E メール： hic@a7.rimnet.ne.jp    FAX: 03-5572-8219    

   URL： http://holistichealthinfo.web.fc2.com/index.html 

◎ お振込先 

 三菱ＵＦＪ銀行虎ノ門中央支店 普通５８３２９５０ （有）ホリスティックヘルス情報室 

「エーテル体」連続講座 

＜ゲスト・スピーカーズ・レクチャー＞ 

エネルギー医学、見えない身体の 

基盤となる「エーテル体」とは！ 

ホリスティックヘルス情報室（赤坂溜池クリニック付属） 

 

＜各回のテーマ・内容＞ 

○第１回：パラケルススが唱えたエーテルとは 

中世ヨーロッパの伝説の医師パラケルルスは「エーテル」とい

う宇宙に遍満するエネルギーがみえたといわれています。まず

「エーテル」についてを学びます 

○第２回：『バイブレーショナル・メディスン』のエーテル体 

エネルギー医学の名著『バイブレーショナル・メディスン』（リチ

ャード・ガーバー緒、日本教文社）ではエーテル体はどのように

説明されているかを学びます 

○第 3回：バーバラ・ブレナンのエーテル体 

ヒーリングの中心者で『光の手』などで知られるバーバラ・ブレ

ナンがどのようにエーテル体をとらえていたかについて、「見え

ない身体」の視点から学びます 

○第４回：シュタイナーのエーテル体＆まとめ 

人智学（アントロポゾフィ）を創始したシュタイナーの、見えない

身体についての「肉体－アストラル体－エーテル体－自我」の

４つの視点について学びます 


